
１） 
水道の運営基
盤の強化 

２） 
安心・快適な給
水の確保 

３） 
災害対策等の 
充実 

４） 
環境・エネルギ
ー対策の強化 

５） 
国際協力等を
通じた水道分野
の国際貢献 

１） 
水道の運営基
盤の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪関係者の内部方策≫ 

水道施設のレベルアップ 

資産管理、人材育成・組織力強化、

危機管理対策、環境対策 

持続 

（旧）ビジョン 
新水道ビジョン 水道の理想像 

【現状】 
現行の水道ビジョンから８年

が経過して水道を取り巻く環

境は大きく変化、課題は顕在

化している。 

【課題の明示】 
〇人口減少と水需要減少の時

代における今後の水道のあ

り方を示す必要性 

〇東日本大震災を踏まえた水

道の災害対策のあり方を示

す必要性 

安心して飲める水道 

適正な水質管理体制 

統合的アプローチによる対応 

安全 

危機管理に対応できる水道 

適切な施設更新、耐震化 

被災してもしなやかに対応 

強靭 

地域では水道事業ビジョンの策定へ 

国民から信頼され続ける水道 

長期的に安定した事業基盤 

人口減少社会を踏まえた対応 

持続 

国際展開 環境対策 

≪関係者間の連携方策≫ 

住民との連携の促進、発展的広域

化、官民連携の推進、技術開発、調

査研究の拡充、国際展開 

≪新たな発想で取り組むべ

き方策≫ 

料金制度の最適化、 

小規模水道対策、自家用水道対策、

多様な手段による水供給 

実現方策 

安心 

安定 

環境 

国際 

国の新水道ビジョン策定の背景 

水道を取り巻く 
大きな変化 

✓人口減少社会の到来 
 平成２２年にピーク 
 (１億２，８０６万人) 
 今後の人口減は確定的 

✓平成２３年３月１１日 
 東日本大震災が発生 
 水道施設も広範囲にお 
 ける未曾有の被災 

求
め
ら
れ
る
課
題 

挑戦 
・新たな取組に挑戦

する姿勢 

・事業環境に順応 

国の方針転換の概要（新水道ビジョンへ） 

●拡張を前提とした施策から 

給水人口・給水量の減少を 

前提とした施策への転換の必要性 

●従来の概念を抜本的に 

見直した震災対策・危機管理対策 

の必要性 

来るべき課題への対応として 
国では新水道ビジョンを策定 
同時に、地域の水道事業者は 
水道事業ビジョンを策定 

連携 
・関係者間での連携 

・住民とのコミュニケー 

ション 

人心一新の象徴 

基本理念  「地域とともに、信頼を未来につなぐ日本の水道」 

持続 



(1)外部環境の変化 

①人口減少 

②施設効率の低下 

③水源の汚染 

④利水の安定性低下 

●人口及び給水量の減少に伴う料金収入の減少※１ 

●給水量の減少による保有施設の相対的過剰化 

●水道水源の水質の変化リスク※２ 

●降水量の変動による利水安全度の低下リスク 

●自然災害による浄水処理障害発生のリスク 

●管路の経年化、布設時期の集中による大量更新 

●30 年を経過する浄水場施設・設備の老朽化 

●料金収入の減少による財政状況の悪化 

●構成市町で水道事業を担ってきた技術職員の定年 

退職等による世代交代、技術の継承の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中空知広域水道企業団の現状評価と課題 

●現状評価 … 水道事業が現状において、どのようになっているかを把握 

（これまでの水道の役割やおおむねできていることの確認） 

●課  題 … 水道事業の現状において、どのような課題があるかを再認識 

（現状で懸念されることや各種の課題の確認） 

３つの 

観点から 

(1)水道サービスの持続性は確保されているか 

(2)安全な水の供給は保証されているか 

(3)危機管理への対応は徹底されているか 

料金収入の減少による施設更新等の遅れ・適正な

施設計画・財政計画・人員の確保、人材育成・事

業効率化などの課題 

水源汚染リスク・水質の安全性維持・水の安全に

関する計画づくり・給水装置工事事業者の技術の

確保などの課題 

耐震化・災害時の資機材調達体制・被災時対応能

力・多様な災害や事故に対する危機管理能力など

の課題 

→ 持続 

→ 安全 

→ 強靭 

将来の事業環境 

(2)内部環境の変化 

※１ 中空知３市１町の人口は、2045 年には 37,971 人と推計されており、現状から４割以上の減少となる見通し。 

※２ 水道原水中の未規制化学物質の存在、耐塩素性病原微生物による汚染のほか、水源地域における汚染物質の 

水源河川への流入等発生のリスク 

①管路の老朽化 

②施設設備の老朽化 

③資金の確保 

④職員の技術の継承 



50 年後、100 年後を見据えた水道の理想像を提示し、全ての水道利用者間で認識を共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困難な環境・状況を克服 

水道の理想像の具現化 

「挑戦」する 
意識・姿勢 

水道利用者との 

「連携・共有」 

取組の目指すべき方向性 

■時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、必要 
な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受け取
ることが可能な水道 

水  道  の  理  想  像 

安全 

持続 

強靭 

【安全な水道】 

【水道サービスの持続】 

【強靭な水道】 

全ての利用者が、いつでも

どこでも、きれいな水を利

用し、安心して飲める水道 

給水人口や給水量が減少

した状況においても、健全

かつ安定的な事業運営が

可能な水道 

自然災害等による被災を

最小限にとどめ、被災した

場合にあっても、迅速に復

旧できるしなやかな水道 

方策の推進要素 

「挑戦」と「連携・共有」を方策の主要な推進要素と位

置付け、水道の理想像の具現化に取り組む 

【想定される困難な課題】 

● 給水人口減少等による料金収入の減少 

● 水道施設や管路の更新需要コストの増大 

● 職員の世代交代によるサービスレベルへの影響 

● 地震や台風などの自然災害に対する危機管理対策 

● 水道水源の水質の変化への対応 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標管理と具体的な取組方法 

当面の取組期間と目標設定 

当面の目標と最終的な理想像を定め 
目標達成までのロードマップを示し、 
中間年度に見直しを行う。 

【各種施策の推進】 
 
●重点的な実現方策を掲げ、取組を推
進 

●取組の方向性を確認しつつ、重点的
な実現方策の追加見直し等 

【当面の目標】 
 
●「安全」「強靭」「持続」の観点から、
課題解決のための短期的目標を設定
し、現実的、具体的な実現方策を優
先的に取り組む。 

●当企業団の運営実態に即して、でき
ることに取り組む。（役割を設定） 

●課題解決に向けて既成の概念に捉わ
れず、幅広く連携・共有することで
諦めずに取組を推進する。 

 
【理想像】 
●最終的には50年から100年後を見据
えた水道の理想像を具現化 

当面の目標管理期間は、 
平成 31年度～平成 40年度 
の 10年間とする。 

（１）「職員が少ない」状況を言い訳にせず、課題を先送りしない。 
（２）困難な点は、水道利用者と連携・共有を図り、一丸となって取り組んでいきたい。 
（３）水道事業ビジョンに盛り込んだ方策のうち、できることから対応していく。 

挑戦 


